
プロフェッショナル･エージェンシー事業を展開する株式会社クリーク･アンド･リバー社（本社：東京都港区、代表取締役社長：
黒崎 淳、以下C&R社）は、群馬県館林市と共同で、「メタバースを活用した観光活性化事業」を推進しております。両者は
このたび、同事業において制作したオリジナル「ROBLOX *」を活用して、館林市にある「つつじ映像学習館」でタイムアタッ
クイベントを開催いたします。本イベントは、３月１日（土）～３月23日（日）の期間、つつじ映像学習館に設置したパソコンを
使用して、来館者が館林市をテーマにしたオリジナルROBLOXゲーム「ぽんちゃんを助け出せ in 館林市」のクリアタイム
を競い合うものです。

また、本イベントとあわせ、３月1日（土）から館林市の交流都市である自治体（沖縄県名護市、山形県天童市）および館
林地域を活動拠点とするご当地アイドル「Menkoiガールズ」とコラボレーションしたROBLOX空間「ぽんちゃんを助け出
せ！in館林市 Menkoiガールズ・交流都市コラボVer」を新たに構築いたしました。３月９日（日）にはつつじ映像学習館で
Menkoiガールズといっしょにプレイする体験会の開催も予定しております。

3/1（土）～23（日） 群馬県館林市をテーマにした話題のROBLOXゲーム

「ぽんちゃんを助け出せ」のタイムアタックイベントを開催
～ ご当地アイドル「Menkoiガールズ」や交流都市とのコラボ空間も新たにオープン ～

（１）オリジナルROBLOX「ぽんちゃんを助け出せ！in館林市」タイ
ムアタックイベントの開催について

■内容
参加者は、館林市の観光スポットや地域の特色をテーマにデザイ
ンしたROBLOX、「ぽんちゃんを助け出せ！in館林市」をプレイし、
そのクリアタイムを競います。タイムアタックは年齢別の３部門に
分かれて行い、参加者には先着でノベルティをプレゼントするほか、
各部門の成績上位者には、記念品を進呈します。

■実施期間・時間
2025年３月1日（土）～23日（日） 10：00～16：00
※つつじ映像学習館休館日の月曜日を除く

■会場
館林市 つつじ映像学習館
住所：〒 374-0005 群馬県館林市花山町3181
地図： https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/tsutsuji/010/020/20201110185503.html

■対象
つつじ映像学習館入館者（入館料：500円）

（２）館林市×ご当地アイドル×交流都市 ROBLOXコラボレーショ
ン空間公開について

■内容
たてばやし 元気 観光大使の「Menkoiガールズ」と、館林市の
交流都市である「沖縄県名護市」、「山形県天童市」とのコラボレー

イベント等の概要
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報道関係各位

株式会社クリーク･アンド･リバー社（東証プライム：4763）

* ROBLOXは、世界中で制作された無数のゲームで遊んだり、ゲームを制作したりできる３Dゲーミングプラットフォームです。世界中で子供から大人まで
幅広く親しまれており、デイリーアクティブユーザーは約8,000万人（2024年６月時点）。特にZ世代（1990年代半ば以降生まれ）やα世代（小中学生を含
む2010年以降生まれ）から高い支持を受けています。

【報道機関からのお問い合わせ先】
株式会社クリーク･アンド･リバー社 経営企画部 creek@hq.cri.co.jp

TEL：０３-４５５０-０００８ FAX：０３-４５５０-００１８ URL：https://www.cri.co.jp

ションをした、ROBLOXを新たに公開しました。空間は「ぽんちゃんを助け出せ！in館林市」をベースに構築しており、交
流都市の観光スポット等のアセットや、Menkoiガールズメンバーの写真や関連アセットを配置しています。
また、３月９日（日）にはつつじ映像学習館でMenkoiガールズとROBLOXをいっしょにプレイする体験会の開催を予定して
います。

■空間公開期間
2025年３月1日（土）～2025年５月31日（土）
※ 覚書締結時では、「ぽんちゃんを助け出せ！in館林市」の公開期間は2025年２月28日（金）までとしていましたが、好評につき、2025年５月31日
（土）まで延長することとなりました。

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/tsutsuji/010/020/20201110185503.html
http://www.cri.co.jp/
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「つつじ映像学習館」とは

群馬県館林市と推進する「メタバースを活用した観光活性化事業」の一環として、C&R Creative Studiosの
ROBLOX専任チームが開発。館林市の観光スポットや地域の特色をテーマに構築されたROBLOX空間。OBBY
（障害物コース）をクリアしながら、ゴール地点にいる館林市観光マスコットキャラクター「ぽんちゃん」を救出する
ゲームです。2024年12月に公開されて以降、約３か月間で3,000人以上がプレイしています。
https://www.roblox.com/ja/games/70994257701661/in#!/about

群馬県館林市はつつじの名所として知られています。樹齢800年を超える古木を含む10,000株以上のつつじ
が植えられているつつじが岡公園は、毎年 多くの観光客で賑わいます。つつじ映像学習館は、つつじが岡公
園内ある施設で、つつじについて見て・体感して楽しく学べる施設です。世界初のつつじの４Dシアターでは、風
や振動、ミストなどの効果を感じながら満開のつつじの３D映像をご覧いただけます。
https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/tsutsuji/010/020/20201110185503.html

「ぽんちゃんを助け出せ！in館林市」とは

つつじが岡公園 つつじ映像学習館の４Dシアター

「Menkoiガールズ」とは

群馬県邑楽館林地域を活動拠点とするご当地アイドル
で、日本トップクラスの書道の実力を持つメンバーもいる
「お習字」を特徴としたお習字アイドルです。館林商工会
議所、邑楽館林農業協同組合の公認を受け、「たてば
やし 元気 観光大使」、「ぐんま特使」に任命され、地
域を盛り上げるべく活動しています。
http://www.menkoigirls.jp/

http://www.cri.co.jp/
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覚書締結の背景

【C&R Creaitive Studiosとは】
2002年にC&R社内に発足した映像やWebの開発スタジオが年々拡大し、ゲーム・Web・
映像・XR・CG・動画・広告・漫画・小説・建築・ファッションにまでその分野を拡大していま
す。2021年にそれらのスタジオを包括し誕生したのが「C&R Creative Studios」。現在、
所属クリエイターは2,000名で年間6,000以上のプロジェクトに携わる日本最大級の規模
を誇るクリエイティブ開発スタジオです。

▼ C&R Creative Studios デジタルコンテンツ部門のWebサイト
https://crdg.jp/

館林市×C&R社
「メタバースを活用した観光活性化事業」に関する覚書 概要

■目的
国内外からの観光需要等の拡大が今後も見込まれる中、館林市の魅力をメタバースを活用して発信することで、認知
度向上・誘客促進を図り、「多くの人から愛される活力と魅力あるまちになる」ことをめざします。

■協働する事項
（１）メタバースを活用した観光活性化に資する事業の実施
（２）メタバースを活用した観光活性化に資する情報発信
（３）メタバースを活用した観光活性化に資する新たなイベント開催
（４）その他メタバースを活用した観光振興

【本取り組みに関するお問い合わせ】
株式会社クリーク･アンド･リバー社
デジタルコンテンツ･グループ
営業推進室
info@crdg.jp

館林市は、豊かな水資源に恵まれ、自然環境の豊かさや四季折々の花々が観光客を魅了する地域です。昨今、全
国の自治体が観光地としての個性や認知度向上を図るべく、競争を強めております。館林市もこうしたトレンドに対応し、
観光資源をより効果的にアピールする手法を模索しており、特に、デジタル技術を駆使したプロモーションの強化や若
年層の訪問客獲得が課題とされてきました。

C&R社は、1990年の創業以来、クリエイター・エージェンシーのパイオニアとして、多岐にわたる分野で培ったネット
ワークと専門知識を活かし、先進的なプロジェクトに取り組んでまいりました。特に、映像、ゲーム、Web、広告・出版な
どのクリエイティブ領域において豊富な実績があり、2023年には、 C&R社が運営するクリエイティブ開発スタジオ「C&R 
Creative Studios」が企画からデザイン、UI/UX開発、インフラ構築にいたるまで、独自で開発したクリエイター特化型メ
タバース空間「C&R Creative Studios Metaverse」を公開しております。

近年メタバースは、エンタテインメント業界をはじめ、教育やビジネスにおいても活用が加速するほか、観光分野にお
いても、地域の特色をバーチャル空間で体験させる新しい手法として注目を集めております。今回、C&R社と館林市が
覚書を締結し、メタバースを活用した観光活性化事業を行うことで、次世代に向けたデジタル時代の観光促進モデルの
新たな可能性を切り拓いていくとともに、館林市が「多くの人から愛される活力と魅力あるまち」になることをめざしてま
いります。

http://www.cri.co.jp/
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■株式会社クリーク･アンド･リバー社 会社概要
本 社 ： 東京都港区新橋四丁目１番１号 新虎通りCORE
設 立 ： 1990年３月
代 表 者： 代表取締役社長 黒崎 淳
拠 点 ： 東京（本社）・大阪・札幌・仙台・さいたま・横浜・川崎・高崎・金沢・名古屋・京都・神戸・高松・広島・福岡

・熊本・那覇／ソウル・上海・北京・ロサンゼルス・モントリオール

事業内容：映像、ゲーム、Web、広告・出版、作家、舞台芸術、建築、AI/DX、アスリート分野のプロフェッショナルに

特化したエージェンシー事業（派遣・紹介）、プロデュース事業（開発・請負）、ライツマネジメント事業

（知的財産の企画開発・流通）を展開しています。C&Rグループとしては、医療、IT、会計、法曹、ファッション、食、

ライフサイエンスCXO、アグリカルチャー分野で同事業を展開しており、その分野は合わせて18にまで

拡大しています。

U R L ： https://www.cri.co.jp （コーポレートサイト） | https://www.cri.co.jp/website-sns/ （公式サイト・SNS一覧）

https://www.creativevillage.ne.jp/ （プロフェッショナル×つながる×メディア「CREATIVE VILLAGE」）

■館林市 概要
館林市は、群馬県の東南部、関東地方のほぼ中央に位置しています。北には渡良瀬川、隣接する邑楽郡明和町を隔て
た南には利根川と、南北に大きな河川が流れ、城沼、多々良沼、近藤沼や茂林寺沼といった多くの池沼が点在するなど、
豊かな水資源と自然環境に恵まれ、多様な動植物の生息地となっています。城沼と多々良沼で越冬した白鳥たちが北の
大陸を目指し始め、桜の花とこいのぼりの競演で春が幕を開けると、つつじ、花菖蒲、花ハスに彼岸花と、色鮮やかな花々
が四季折々に館林を彩ります。県内で最も東京に近く、東北自動車道や東武鉄道により約1時間でアクセスできることから、
都心へ通勤するかたの通勤圏としてじゅうぶんな役割を果たし、日帰りでも楽しめる観光地としても多くのかたが訪れます。

市 役 所：群馬県館林市城町１-１
代 表 者： 市長・多田善洋（ただ よしひろ）
人  口：73,700人（R6.11.1現在）
面  積：60.97平方キロメートル
U  R  L： https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/（公式ページ）

https://x.com/tatebayashiinfo（公式Xアカウント）

https://www.youtube.com/channel/UC4Vi3J8QNgyAr7FU9gjOEeg/videos（公式動画チャンネル）
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